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性のメカニズムを検討してきたが、繰り返し載荷の段階

を楔Cモデル（図24）と称し、図23の除荷により荷重が

戻り、さらに再載荷の繰り返すループとして、D1E1の除

荷剛性、負載荷からZD2に至る再載荷の剛性を検討する。 
図 24 に示すβは繰り返しに伴い、剛性が立ち上がる

回転角で、めり込みの繰り返しの場合の残留ひずみ si に
相当するもので、相互に関連があると思われる。 

図 23 において、除荷の剛性は初期剛性すなわち横圧

縮ヤング係数による剛性に、摩擦力の反転に伴う高剛性

（ 図 20 の fgh）と反転後の hi が加算されて結局、OA に

ほぼ平行な剛性で戻り、E1 点で折れ曲がり後は緩やかに

推移する E1G1 のカーブを描くことは妥当なものと考え

る。ただし、そのまま水平に原点 O に戻るかどうかは、楔と残存支圧力の関係が絡んで、現段階では確定

できない。本研究では、繰り返しめり込みの復元力特性の検討に重点があるが、回転めり込みについても、

3 章で試みた手法を手がかりにして、定式化の構築を図りたい。 
 

６．まとめと今後の課題 

 

本研究では、楔の有無を含めた十字型通し貫仕口の復元力特性の繰り返しによる強度・剛性のメカニズム

の解明を主な目的として、新たに基礎的な実験として、全面圧縮・部分圧縮の繰り返し載荷実験を行い、繰

り返しに伴う圧縮の復元力特性の特徴とメカニズムを明らかにし、双曲線関数のループ関数による簡潔な定

式化の構築を試みた。 

仕口の回転めり込みの繰り返しの復元力特性については、既往の実験データを参考に、繰り返しの力学モ

デルの推定を行い、その定式化の手がかりを得た。その解明のためには、回転めり込みのみと摩擦抵抗の繰

り返しの復元力特性とを分離して求める必要がある。摩擦抵抗モーメントのみの復元力特性を直接求めるこ

とは現段階では困難であることから、通し貫仕口の回転めり込み実験でテフロンなどを用いて摩擦抵抗モー

メントを低減する実験を行い、回転めり込みと摩擦抵抗の繰り返しのメカニズムを解明することが残された

課題となる。その中で、塑性変形と繰り返しに伴う楔の支圧力の変化、正負の繰り返しに伴う特性、繰り返

しサイクル数の増加に伴う劣化などの変化、ランダムな繰り返しによる挙動などの検討も引き続き行う。 
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図 24 除荷段階と再載荷段階の楔 Cモデル 
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